



















人(小学部 119人、中学部 160人)から有効回答を得た本調査の内容・結果は E章~
E章に述べたが、地域校における小・中学生の「なりたい職業J意識とは明らかに異






























































































調査した内容は次の 3項目である D 質問は大聞を 3つ用意したD 項目①は自由記述























調査の実施期間は、平成 26年 10月 1日から平成 26年 10月 30日までとしたD 回
収は、平成 26年 10月 2日~平成 26年 11月 30日までとした O
( 2 )調査用紙





















48校から回答があった。回収率は、 73.85%である O 回答のあった 48校から 288人分
の調査用紙を回収することができた O そのうち記入漏れ等の不備があるものを除くと、
279人分の有効回答用紙を得ることができた O 内訳は、小学部 (4'"'"'6年) 119人、中






回答数 全国(48校) 北海道・東北(7校) 関東(7校) 東京都(3校) 中部(9校) 近畿(5校) 中国・四国(8校) 九州・沖縄(9校)
小4年 40 2 9 12 7 。 9 
小5年 38 7 13 7 2 4 4 
小6年 41 7 8 5 9 4 3 5 
中1年 46 4 11 10 10 6 2 3 
中2年 51 9 6 16 7 4 4 5 
中3年 63 7 16 13 8 5 3 11 
無効回答 9 。 2 3 
小全体 119 16 30 24 17 7 7 18 
中全体 160 20 33 39 25 15 9 19 
小中全体 279 36 63 63 42 22 16 37 




選択項目 男 女 男 女 男 女
使用文字 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
14pt 4 18.2% 4 22.2% 5 18.5九 9.1% 4.3% 2 11.1% 
18pt 2 9.1弘 5.6% 2 7.4% 9.1% 8 34.8弘 2 11.1% 
22pt 4.5免 O 0.0% 2 7.4九 2 18.2% 5 21.7九 2 11.1% 
261=lt 3 13.6% 5.6% 4 14.8% 2 18.2% 5 21.7% 3 16.7% 
墨字 10 45.4% 6 33.4% 13 48.1九 6 54.6% 19 82.5九 9 50.0% 
点字 12 54.5九 12 66.7% 14 51.9九 5 45.5% 4 17.4弘 9 50.0% 
合計 22 100.0% 18 100.0% 27 100.0九 1 100.0% 23 100.0私 18 100.0% 
中1 中2 中3
選択項目 男 女 男 女 男 女
使用文字 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比|
14pt 5 27.8弘 5 17.9弘 6 23.1% 6 24.0% 12 29.3九 6 27.3%1 
18pt 2 11.1切 3 10.7% 3.8% 2 8.0% 4 9.8切 2 9.1% 
22pt 3 16.7% 6 21.4見 3 1.5覧 3 12.0% 7 17.1切 3 13.6% 
26pt 3 16.7% 5 17.9弘 6 23.1九 5 20.0% 6 14.6九 2 915 
墨字 13 72.3% 19 67.9% 16 61.5% 16 64.0% 29 70.8九 13 59.1 
点字 5 27.8% 9 32.1% 10 38.5% 9 36.0% 12 29.3九 9 40.9% 
d口:..吾白ーr 18 100.0% 28 100.0% 26 100.0弘 25 100.0% 41 100.0弘 22 100.0% 
合計
選択項目 男 女 使用文字別総数
使用文字 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
14pt 33 11.8% 24 8.6% 57 20.4% 
18pt 19 6.8九 11 3.9% 30 10.8九
22pt 21 7.5九 16 5.7児 37 13.3弘
26pt 27 9.7九 18 6.5% 45 16.1九
墨字 100 35.8切 69 24.7% 169 60.6% 
点字 57 20.4% 53 19.0% 110 39.4% 
合計 157 56.3% 122 43.7% 279 100.0九
( 3 )職業名のカテゴリー化
児童・生徒から出された職業名は 125種を数えた。そこで、総務省の日本標準職業
分類 (2009年)等を参考に、筆者とゼミ生、社会福祉士各 1名で協議し 41種の職業












































小 E中学部全体 人数 構成比
1位 なし 46 16.5弘
2位 教員 34 12.2%1 
3位 =療師 28 10.0弘
4位 食料品製造従事者 23 8.2% 
5位 会社員 16 5.7% 
6位 音楽家 15 5.4% 
7位 スポーツ選手 1 3.9弘
7位 情報処理技術者 1 3.9弘
9位 福祉・介護従事者 10 3.6% 













小・中男全体 人数 構成比 小・中女全体 人数 構成比
円 r骨.-
1位 なし 29 18.5% 1位 食料品製造従事者 18 14.8% 
2位 三療師 21 13.4% 2位 なし 17 13.9% 
3位 教員 18 11.5% 3位 教員 16 13.1% 
4位 会社員 13 8.3% 4位 音楽家 13 10.7% 
5位 スポーツ選手 10 6.4% 5位 =療師 7 5.7% 
6位 情報処理技術者 9 5.7% 6位 福祉・介護従事者 6 4.9% 
7位 輸送運転従事者 6 3.8% 7位 販売庖員 5 4.1% 
8位 食料品製造従事者 5 3.2% その他 40 32.8% 
8位 販売庖員 5 3.2% 総計 122 100.0%1 
その他 41 26.1% 














小学部全体 人数 構成比 小全体男子 人数 構成比 小全体女子 人数 構成比
1位 食料品製造従事者 13 10.9% 1{立 なし 8 11.1覧 1{立 食料品製造従事者 9 19.1覧
2位 教員 12 10.1% 2位 教員 7 9.7覧 2位 音楽家 7 14.9% 
3イ立 なし 12 10.1% 2位 会社員 7 9.7出 3位 教員 5 10.6% 
4位 音楽家 9 7.6% 4位 スポーツ選手 6 8.3% その他 26 55.3% 
5位 会社員 8 6.7% 4位 輸送運転従事者 6 8.3出 総計 47 100.0出
6位 スポーツ選手 7 5.9% その他 38 52.8百
7位 一療師 6 5.0% 総計 72 100.0% 
79 位
|輸送運転従事者 6 5.0覧
販売庖員 5 4.2% 
9位 |福祉・介護従事者 5 4.2% 
その他 36 30.3% 
|総計 119 100.0% 
中学部全体 人数 |構成比 中全体男子 人数 構成比 中全体女子 人数 構成比
1位 なし 34 21.3% 1位 なし 21 24.7判 1位 なし 13 17.3% 
2位 教員 22 13.8% 2位 一療師 17 20.0% 2イ立 教員 11 14.7% 
2位 一療師 22 13.8覧 3位 教員 1 12.9% 3イ立 食料品製造従事者 9 12.0% 
41:立 食料品製造従事者 10 6.3% 4位 会社員 6 7.1% 4位 音楽家 6 8.0出
51:立 会社員 8 5.0% 5位 情報処理技術者 5 5.9出 51:立
三主総盟重計主盟包
5 6.7% 
61:立 情報処理技術者 7 4.4% その他 25 29.4百 31 41.3% 
7位 音楽家 6 3.8% 総計 851 100.0% 75 100.0目
8位 福祉・介護従事者 5 3.1% 
8位 販売庖員 5 3.1% 
その他 41 25.6目











小中全体点字 人数 構成比 小中全体墨字 人数 構成比
1位 なし 14 12.7% 1位 なし 32 18.9% 
2位 教員 13 11.8% 2位 教員 21 12.4% 持一一一一日
2位 =療師 13 11.8% 3位 =療師 15 8.9% 
4位 食料品製造従事者 10 9.1% 4位 食料品製造従事者 13 7.7% 
5位 音楽家 7 6.4% 5位 会社員 11 6.5% 
6位 スポーツ選手 6 5.5% 6位 情報処理技術者 9 5.3% 
6位 販売庖員 6 5.5% 7位 音楽家 8 4.7% 
8位 会社員 5 4.5% 8位 スポーツ選手 5 3.0% 
8位 福祉・介護従事者 5 4.5% 8位 福祉・介護従事者 5 3.0% 
その他 31 28.2% 8位 輸送運転従事者 5 3.0% 
総計 110 100.0% その他 45 26.6% 








1位 食料品製造従事者 7 12.5目 1位
2位 教員 6 10.7% 1位
2位 なし 6 10.7弘 1位
2位 音楽家 6 10.7出 1位
2位 三療師 6 10.7% 5位
6位 スポーツ選手 4 7.1% 6位
7位 販売庖員 3 5.4覧 6位
その他 18 32.1% 8位
総計 56 100.0出 8位
8位
中全体点字 人数 構成比
1位 なし 8 14.8% 1位一一一一一一一』
2位 教員 7 13.0% 2位
2位 三療師 7 13.0% 2位
4位 福祉・介護従事者 4 7.4% 4位
5位 食料品製造従事者 3 5.6% 5位
5位 会社員 3 5.6% 5位
5位 販売庖員 3 5.6目 5位
5位 通訳 3 5.6% 
その他 16 29.6% 




















































では 10.1%だったのが、中学部では 21.3%と 2倍になる O これを点墨別に見ると、墨





部平均は 5.0%だったが、中学部では一気に増加し 13.8%と約 2.8倍となる O これを点
墨別に見ると、墨字使用者に率の顕著な増加が見られる。墨字使用者で「三療師」を
あげた小学生は 1人もいなかったのに対して、中学部では 14.2%と急増する O これに
対して、点字使用者では、小学部 10.7%から中学部 13.0%への増加となっている O
18.0% 
5 
25.0% I l v......9( 1116.0% 
20.0% 丹Xーー | l1140% 
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仕 |i L 2.0% 会
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小4 小5 小6 中1 中2 中3 小4 小5 小6 中1 中2 中3
図m-1ー ①「なし」の点墨別学年進行増減 図m-1ー ②「三療師Jの点墨別学年進行増減
( 2 )学年進行とともに徐々に増加するもの(図rn-2) 
①男女・点墨ともに「教員」が着実に増加
全体として「教員」は、小学部平均 10.1%から中学部平均 13.8%へと着実な伸びを
示している。男子は 9.7%から 12.9%へ、女子は 10.6%から 14.7%へとそれぞれ中学
部平均を伸ばしている。また、点墨別に見ても、点字使用者が小学部平均 10.7%から
中学部平均 13.0%へ、墨字使用者も 9.5%から 14.2%へと同様に増加している O
②全体として「情報処理技術者」が増加
男子中心だが、ゲーム製作などを含む["J情報処理技術者」は、小学部平均 3.4%から、
中学部平均 4.4%へと増加していく O 墨字使用者に人気の職業で、全 11人中、点字使
用者は中学部で 2人にすぎなかった O
????
( 3 )学年進行とともに顕著に減少するもの(図E 圃3)
①小学部女子に人気の「音楽家」は全体として中学部で半減
女子に人気の「音楽家」は、全体として減少していく傾向が見られる。小学部全体
平均 7.6%だったのが中学部で 3.8%とちょうど半減する。「音楽家Jのピークは小学 4





は、全体として小学部平均 5.9%だったが、中学部になり 2.5%と半減する D ピークは
小学 5年男子の 11.1%である O 点墨別に見ると、点字使用者の小学部平均は 7.1%、
中学部平均は 3.7%と半減し、墨字使用者では 4.8%から1.9%と同様大きく減少する o
30.0%; 10.0% 一噌一点字|+男子 八 9.0% 明日字





10.0% -I- ---~r・- 、.-ー 3.0%
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次に、どれくらいなりたいかの度合では、 r3J の「できればなりたしリが 45.9%と
最も多かった r5 Jの「必ずなる J の 24.9%と r4 Jの「どうしでもなりたいJ の








なりたい度 5 なりたい度 4 なりたい度 3 なりたい度 2 なりたい度 1 総計
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
やる気度 5 50 21.5% 35 15.0% 75 32.2覧 9 3.9% 3 1.3児 172 73.8% 
やる気度 4 5 2.1% 1 4.7% 26 11.2見 5 2.1% O 0.0% 47 20.2% 
やる気度 3 O 0.0九 2 0.9% 0.4% O 0.0% 。 0.0% 3 1.3% 
やる気度 2 2 0.9% O 0.0% 5 2.1% 2 0.9% 0.4% 10 4.3% 
やる気度 1 0.4% O 0.0% O 0.0先 O 0.0% O 0.0% 0.4% 
合計 58 24.9% 48 20.6% 107 45.9弘 16 6.9% 4 1.7% 233 100.0% 
表m-6-②なりたい度とやる気度の組み合わせ順位
順位 組み合わせ 人数 構成比
1位 なりたい度 3 やる気度 5 75 32.2% 
2位 なりたい度 5 やる気度 4 50 21.5出
3位 なりたい度 4 やる気度 3 35 15.0出
4位 なりたい度 3 やる気度 2 26 11.2% 











































小4 小5 小6 中1 中2 中3 小4 小5 小6 中1 中2 中3
図m-6-①なりたい度の男女別学年進行増減 図m-6-②なりたい度の点墨別学年進行増減
表m-7なりたい度からみた職業ランキング
順位 職業名 なりたい度平均 件数
1位(7) スポーツ選手 4.00 11 
2位(6) 音楽家 3.87 15 
3位(3) 三療師 3.82 28 
4位(2) 教員 3.68 34 
5位(7) 情報処理技術者 3.64 11 
6位(9) 販売庖員 3.40 10 
7位(4) 食料品製造従事者 3.22 23 
8位(9) 福祉・介護従事者 3.20 10 





















業にあげるのは違和感だらけとなる O これはなぜだろう O もちろん、盲人スポーツに
プロの世界がないといった理由だけではない。好きなこと=なりたい職業と直結するの
は障害のない子どもたちも同様であろうが、盲学校に在籍する視覚障害児(生)が、














順位 男子 % 順位 女子 % 
1 野球選手 10.4 1ケーキ屋さん・パアイシエ
6.6 
2 サッカー選手 6.3 2保育士・幼稚園の先生 6.4 
3 医師 2 3芸能人(俳優・声優・お笑いタレントなど)
4.7 
4 研究者・大学教員 1.9 4看護師 3.41 





1.9 6医師 2.5 
7 芸能人 1.6 7理容師・美容師 2.3 
8 バスケット選手 1.4 7マンガ家・イフストレーター
2.3 
9 調理師・コック 1.3 9学校の先生 2.2 
9 会社員 1.3 10ベットショップ 1.8 
hi日一一ート一一一ト一一十一一一一十一一一一!
順位 男子 % 順位 女子 % 
1 野球選手 4.6 1保育士・幼稚園の先生 9.5 
2 サッカー選手 3.4 2芸能人 5.6 
3 芸能人 1.7 3ケーキ屋さん・パアイシエ
3.5 
4 学校の先生 1.6 4看護師 2.9 
5 調理師・コック 1.5 51"ンガ家・イフストレーター
2.8 
6 研究者・大学教員 1.4 6デザイナー・フアツションデザイナー
2.5 
6 医師 1.4 7動物の訓練士・飼育員 2.1 




1.1 9学校の先生 1.8 
コンピュータープログ
10 フマー 1.0 10医師 1.2 
システムエンジニア





ルボール」などである O また、 6人が運転士などの「輸送運転従事者j をあげており、
「警察官JI理容師・美容師JI獣医師JI消防員JI画面を見て吹き込む声優JI花火師」
なども少数だがあげられている O これらをあわせると総数の 10.0%が視覚障害があれ
ばできないと断言したくなる職業を小学 4年生以上の者があげたこととなる。盲学校
教育関係者は、この状況を「夢があっていい」と放置あるいは激励するのだろうか。





























部では理由を書いた者 12人中 8人 (66.7%) が、なりたい職業への無関心を示してい











記入なし 4 10 
どんな職業があるかわからない 3 4 
考えたことがない 3 3 
なりたい職業は考えてもわからない
考えたが自分が何をしたいのかわからない 13 
なりたい職業とできる職業の整理がつかない 。 3 
総数 12 34 
5. 会社員」をどう考えるか
総数で 5位 (5.7%)であり男子総数では 4位 (8.3%)となる「会社員Jである
が、その内訳を見ると、パソコンを用いる仕事に就きたいと明記した者が全回答者 16
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